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令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会  

第３回幹事会 
 

開催日時 令和６年３月２６日（火）１４：００～１６：００ 

開催場所 四日市商工会議所 ３階大会議室（オンライン併用） 

 

１ 議事次第  

・議決事項 第１号 スマートシティ実装化支援事業 令和５年度補正予算について ・・資料２ 

・議決事項 第２号 スマートシティ実装化支援事業 令和６年度予算について ・・・・資料３ 

・議題 第１号 今年度のスケジュールについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

・議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告・・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

・議題 第３号 令和5年度のスマートシティ実装化支援事業の報告 ・・・・・・・・・資料６ 

・議題 第４号 実行計画の進捗と更新について・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料７ 

・議題 第５号 その他報告事項について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料８ 

 

２ 各議題の説明 

 

議決事項 第１号 スマートシティ実装化支援事業 令和５年度補正予算について 

スマートシティ実装化支援事業 令和５年度補正予算案を提案いたします。詳細は資料２をご参

照ください。 

つきましては、規約の改定に関して、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき承認を求めます。 

 

議決事項 第２号 スマートシティ実装化支援事業 令和６年度予算について 

スマートシティ実装化支援事業 令和６年度予算案を提案いたします。詳細は資料３をご参照く

ださい。 

つきましては、規約の改定に関して、本協議会規約第７条第５項の規定に基づき承認を求めます。 

 

議題 第１号 今年度のスケジュールについて 

   前回（令和５年度第２回）幹事会で提示した今年度内のスケジュール案を状況に合わせて更新して

おります。詳細は資料４を参照ください。 

 

議題 第２号 ワーキンググループ（WG）の実施報告 

   前回（令和５年度第２回）幹事会以降、データプラットフォームWG、モビリティWGを一度ずつ開催

いたしました。各WGの実施状況についてご説明します。詳細は資料５を参照ください。 

 

議題 第３号 スマートシティ実装化支援事業の報告について 

本年度５月、国土交通省都市局公募の「令和5年度スマートシティ実装化支援事業」に、四日市市

中央通りにおける実証計画案を提出し、補助事業として採択され、協議会会員を中心に各種検討を進

めています。詳細は資料６をご参照ください。 
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議題 第４号 実行計画の進捗と更新について 

     令和４年３月に策定した「スマートリージョン・コア実行計画」について、定期的に管理・見直し

を行うことが記載されています。また、ロードマップとして中央通り再編事業が完了する予定の令和

９年度頃を目指した目標スケジュールが記載されています。 

     過年度の幹事会で提示した実行計画の管理・見直しの方法に基づき、実行計画の進捗を2023フォロ

ーアップ資料としてとりまとめ、実行計画の一部を更新しました。詳細は資料７をご覧ください。 

   

議題 第５号 その他報告事項について 

 前号までの議題で今年度の主な進捗状況をご説明いたしましたが、以下の項目について補足説明

をいたします。詳細は資料８をご覧ください。 

・四日市市３D都市モデルの取組について 

・メタバースの総括と方向性について 

  

 

３ 資料 

 資料１：次第・議案書（本紙） 

 資料２：令和５年度補正予算について 

資料３：令和６年度予算について 

資料４：今年度のスケジュールについて 

資料５-１：データプラットフォームWGの実施報告 

資料５-２：モビリティWGの実施状況の実施報告 

資料６-１：令和5年度のスマートシティ実装化支援事業の報告書概要版 

資料６-２：令和5年度のスマートシティ実装化支援事業の補足資料 

資料７-１：四日市SRC実行計画フォローアップ 

資料７-２：四日市SRC実行計画の更新について 

資料７-３：四日市SRC実行計画（更新版） 

資料８-１：その他報告事項：四日市市３D都市モデルの取組について 

資料８-２：その他報告事項：メタバースの総括と方向性について 

 

別添１：出席者名簿 

別添２：席次表 

 

以上 
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0

令和５
（2023）年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

四日市
スマート

リージョン・コア
推進協議会

協議会運営、
実行計画の推進

データプラット
フォームWG

モビリティWG

SC実装化支援事業

その他

四日市市

データ
プラットフォーム

3D都市モデル

情報発信

社会実験等

アイデアソン

中央通り再編
工事

今年度のスケジュールについて
資料４

現時点

令和５年度四日市スマートリージョン・コア推進協議会 第３回幹事会／令和６年３月２６日

幹事会
3/26

R5第3回

幹事会
11/22

R5第2回

●
10/27 DPFWG

●
10/18

モビリティWG

●
事業採択 ①～④の詳細実施内容・仕様調整 ①～④のR5年度業務実施

●
3/19
DPFWG

●
3/5

モビリティWG

●
6/28 DPFWG

●7/12
モビリティWG

幹事会
8/18

R5第1回

●
6/27

MaaS分科会

●
5/19

次モビ分科会

機能拡充・利用ルールの策定 等

将来都市イメージの重畳、人流データの重畳 等

HP構築などの情報発信検討

自動運転社会実験・イベント連携 等

工事

●11/3

アイデアソン
(一般市民参加想定)

●8/7

ワークショップ
(中央通り事業者等メイン)

●
完了

スマートリージョン・コア実行計画の更新

【その他検討（脱炭素、人流分析、情報発信、水素利用 等）】



第10回
データプラットフォームWG

（幹事会報告）
四日市スマートリージョン・コア推進協議会

データプラットフォームWG

令和6年3月19日
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データプラットフォームWG 実施報告

12月7日

1月20日

2月21日

5月25日

9月15日

11月24日

令和3年

令和4年

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

 代表企業の選定
 データプラットフォームWGの概要

 各社様サービス／データ利活用紹介
 四日市版データプラットフォームのあるべき姿の検討

 四日市版データプラットフォームのコンセプト共有
 実行計画に記載するサービス案

 令和４年度の検討方針共有
 勉強会：情報銀行について

 各種進捗報告
 データプラットフォームWG 今後の進め方（新スキーム）共有

 各種進捗報告
 WSの開催について

3月8日第７回  各種進捗報告
 WSにて収集した意見の整理

1月17日 データプラットフォームWG主催 ワークショップ令和5年

6月28日第８回
 各種進捗報告
 WG活動方針
 地域団体との連携

10月27日第９回
 全体ストラクチャー共有とスマート関連取組状況共有
 地域団体との連携状況
 勉強会：他地域の事例から見えるデータ活用検討

3月19日第10回
 令和5年度振り返り
 R5年国交省スマートシティ実装化支援事業 共有など

令和6年

幹事会報告資料

今
回

報
告
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（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_継承略）

データプラットフォームWG参加企業 位置づけ
㈱シー・ティー・ワイ 代表

近鉄グループホールディングス㈱
㈱三十三銀行
㈱日建設計
㈱バカン
㈱マクニカ
三重交通㈱
富士通Japan

四日市商工会議所

内閣官房 オープンデータ伝道師 武蔵大学
庄司 昌彦 アドバイザー

四日市市 事務局
㈱日建設計総合研究所 事務局補佐

㈱インテック オブザーバー
住友商事マシネックス㈱ オブザーバー

データプラットフォームWGの参加企業
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令和5年度の活動 振り返り

2023年度は、大きく2つのTASKに分けて検討を実施。
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TASK 1
新たなサービス創出
〔実施した取組〕
・地域内の人気スポットの調査
・商店街内でのデータ取得



6

TASK1 四日市エリアプラットフォームとの連携
地域で具体的に取り組んでいる四日市エリアプラットフォームと協議し、
データの取得や活用について検討。



7

TASK1 デジタルマップ活用調査概要四日市エリアプラットフォーム連携実施

〔取組内容〕
・四日市エリアプラットフォームが選定したスポットを入力したデジタルマップを作成し、公開
・四日市エリアプラットフォームが予測する人気のスポットと実際の人気スポットを検証
四日市エリアプラットフォームメンバーが予想した人気スポットと 結果の差を検証（予定） デジタルマップに入力したスポット概要 

※今回、人気スポットの定義はスポットマークのアクセス数とした 
◆予想上位の人気スポット（予想） ・・・諏訪神社、東海道、アーケード街、地元高校とコラボ製作したベンチ

令和5年11月実施
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TASK1 デジタルマップ活用調査結果四日市エリアプラットフォーム連携実施

・予想と差が出た（順位ギャップ（ランク5位分の差）は10スポット。うち2スポットが駐車場。郊外からのアクセスが
多いと予測できる。

・事前予想に参加した大半は街中居住の方。このため、あって当たり前と思っている街中のシンボルと郊外からの
印象には違いがあるものと推測。

四日市エリアプラット
フォームと連携して
選定したスポット

調査同時期に開催された
デジタルスタンプラリーの
スポットになった場所



実証目的

・諏訪新道発展会に試験的に整備する『ベンチ・デスク』区域内への人流および滞留人数の把握
・B1グランプリおよびお諏訪さん市など11月開催イベントにおける諏訪新道発展会内の人流調査

2023年11月17日～2024年1月15日

計測期間

諏訪新道発展会内（2か所）

計測場所

9

TASK1  データ調査概要

収集データ
・通行人数、ベンチへ関心を示した人数
・ベンチ利用者（滞在時間、性別、年齢）

街中の再構築について官民連携で検討している四日市エリアプラットフォームと協働し、
下記のデータ取得を実施

四日市エリアプラットフォーム連携実施



計測場所

10

TASK1  データ調査箇所の概要

1 2

近
鉄
四
日
市
駅

四日市エリアプラットフォーム連携実施

諏
訪
神
社

諏訪新道（南側）

諏訪新道（北側）
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諏訪新道・北側
（USEDBOX前）通行者数調査

TASK1  データ調査箇所（画角）四日市エリアプラットフォーム連携実施

2
諏訪新道・南側

すわセントラルパーキング東側 通行者数調査

1
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TASK1  データ調査中の主なイベント

イベント

11月18日(土)～19日(日) B1グランプリ

11月26日(日) 第19回四日市よさこい祭り （諏訪新道以外の箇所でイベント）
なんでも四日の市

12月16日(土) FILM & LOCAL FOOD ありがとう、スワセントラルパーキング

12月24日（日） なんでも四日の市

12月31日(日) 大晦日

1月1日(月)～1月3日(水) 正月

四日市エリアプラットフォーム連携実施
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TASK1 データ調査 解説①

通行人合計：76,961人
（男性 42,301人 女性 35,980人）

B1グランプリ

なんでも四日の市 ありがとう、スワセントラルパーキング

なんでも四日の市 正月

・イベント時など平常時と比較し、変化がある際、人流にも影響（賑わい）が出ることが分かった。
・平日の人流の多くは、朝／夕方に集中しており、通勤と通学が多いことも分かった。これは周辺の集合住宅の児童生徒 集団登校および
近隣のオフィス（郵便局・金融機関・市役所）への通勤通学の影響。

・逆にイベントのない週末の通行者は減少している。

本データから、例えば、同地域にてプロモーショ
ンを実施する場合、平日の朝／夕方。通行者とし
て推測する、郵便局、金融機関、市役所へ届く情
報提供が有効と推察。

四日市エリアプラットフォーム連携実施

諏訪新道・南側 すわセントラルパーキング東側（天津菜館前）通行者数調査

技術協力：博報堂プロダクツ
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10%

8%

25%
46%

9% 2%

ベンチ利用者 世代別

12歳未満 12-20歳
20代 30代
40歳以上 年齢判定不能

69%

31%

ベンチ利用者性別

男性 女性

諏訪新道・南側 すわセントラルパーキング東側（天津菜館前）に設置した
仮設ベンチの利用者数調査

B1グランプリ

なんでも四日の市

ありがとう、スワセントラルパーキング

なんでも四日の市
ベンチにサイン設置

正月

・通行者数と同様、イベント時にあわせ利用者が増員される傾向がみられるとともに、一定ではないが、
週末に向かって利用者が増える傾向が見られた。

・利用者としては、男性が主体となり、20代～30代が大部分を占めているが、若年層（12歳未満・20代以
下）も一定数あり、周辺住民の児童生徒が利用しているとの推測ができる。

・この中で5分以上の利用は、61名となり、20%程度となっている。

仮設ベンチの利用者総数
259名

四日市エリアプラットフォーム連携実施 TASK1 データ調査 解説② 技術協力：博報堂プロダクツ
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諏訪新道・北側（USEDBOX前）前 通行者数調査

B1グランプリ

なんでも四日の市 ありがとう、スワセントラルパーキング

なんでも四日の市
正月

通行人合計：65,924人
（男性 35,207人 女性 33,358人）

・イベント時など平常時と比較し、変化がある際、人流にも影響（賑わい）が出ることが分かった。同時にデータ調査した、諏訪新道南
側（国道1号より）と比較すると、三滝通りでのイベントの影響が大きくB1グランプリ（11/18・19）で3256人多い数値が見られた。
これは出店が北側に集中することの影響が大きいと想定。

・同時にデータ調査したスワセントラルパーキング東側のポイントより総数が少なかった（11,037人少）。市役所、総合会館、商工会議
所が諏訪新道南側にある影響と思われる。

本データから、三滝通りでイベント開催される際の人通
りは、諏訪新道南側より多いが、日常の人通りは少ない。
諏訪新道において、ゆったりとした空間利用などを企画
する場合は、南側での企画が有効と推測。

四日市エリアプラットフォーム連携実施 TASK1 データ調査 解説③ 技術協力：博報堂プロダクツ
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56%

44%

ベンチ利用者 性別

男性 女性

17%

7%

21%42%

10% 3%

ベンチ利用者 世代別

12歳未満 12-20歳
20代 30代
40歳以上 年齢判定不能

B1グランプリ

なんでも四日の市
ありがとう、スワセントラルパーキング

なんでも四日の市
ベンチにサイン設置 正月

仮設ベンチの利用者総数
418名

諏訪新道・北側（USEDBOX横）に設置した仮設ベンチの利用者数調査
・通行者数とは反対にベンチ利用者数は、本スポットが多かった。418名（259名）
・11/18-19のB1グランプリの開催日を数量から除いた場合においても、本スポットが多かった。

 ※247名（204名）
 ベンチの向きが歩道側に向いており（南側は机とセット）、座りやすかったという影響も推測。

・5分以上の滞在は、97名おり、諏訪新道南側より多かった。これは、本スポットのそばに無料の本貸し出
しができるUSEDBOXの影響があるものと思われる。

四日市エリアプラットフォーム連携実施 TASK1 データ調査 解説④ 技術協力：博報堂プロダクツ
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四日市エリアプラットフォーム連携実施 TASK1 データ調査 解説⑥

このほかエリアプラットフォームメンバーとの意見交換内容

◆データから見る飲食店の出店のしやすさ

◆データから見る歩行空間へベンチを設置する場合の座り位置の向き

・（飲食経営者から）データから見るのであれば、通行者を参考にする。
  このため、今回の調査の場合は、南側が立地的には良いと考える。
・（飲食店経営者から）平日と週末による通行者数の増減について、業態によって違う。

  アルコールを伴う場合は、週末に限らず平日もターゲットとするため、平日の人流の
  多い調査エリアは可能性あり。 ただし、カフェなどは週末をターゲットにするケースもあり。   

・利便性を優先すると歩行通路側向きに設置（今回の場合、北側）
・商店街としては長い時間、滞在してほしいことを考えると、歩行者通路向きは
通行者と店舗スタッフと顔を合わせる機会が多く恥ずかしい一面も。

・歩道に沿って設置することで顔合わせも少なくなり恥ずかしい面もクリアするが
今回のデータ調査では、歩道に沿った設置は利用が少ない。
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TASK 2
データ利活用ルールの策定

利用規約を定めていく過程において、
データプラットフォームの責任分界点を整理した上で
協議を進めることとした。
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TASK2 データ利活用ルールの策定

データ連携基盤 責任の範囲（ケース１（将来像）） データ連携基盤 責任の範囲（ケース２（現在））

・将来的には、データの売り買いでビジネスが回る形が望ましいが、現時点の四日市市のデータプラットフォーム
はデータを蓄積する段階。その上での検討が必要。

・複数のビジネスモデル（データ利用・補助金・寄付・会費・マーケティング・実証実験の機会提供）を踏まえ、
検討する必要あり。

・全国的にも事例がないため、検討が難しい。
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R5年度 国交省スマートシティ実装化支援事業（データ利活用関連）

利活用活性化ツール整備 システム概念図
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B0D00027 B0D00026 B010008B

B010008D B010008C B0100086

B0100088 B0100087 B0100089B0D00028

B010008F

混雑
検知

人流カウント人流カウント混雑
検知

人流カウント

車両
右折

渋滞検知

属性
検知

人流カウント 属性
検知

車両カウント直進

Smp-1

Smp-1

Smp-1

Smp-1

Ck-8

既設照明
柱

Smp-3

既設照明
柱

既設照明
柱

B0D00025

Smp-2Smp-4 Smp-4

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑫⑪⑩⑨

車両
左折

R5年度 国交省スマートシティ実装化支援事業（データ利活用関連）

AIカメラによるデータ収集（市民公園周辺）
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R5年度 国交省スマートシティ実装化支援事業（データ利活用関連）

AIカメラ設置位置

：スマートポール
mp-

Smp-1

Smp-2 Smp-3

Smp-4

4台
混雑、人数カウント、属性×２

1台
人数カウント

1台
人数カウント

2台
混雑、人数カウント

：人数カウント

：混雑

：属性

人数カウント→4台
混雑→2台
属性→2台

計8台



R5年度 国交省スマートシティ実装化支援事業（データ利活用関連）

四日市市データプラットフォーム ダッシュボード（表示例）



R5年度 国交省スマートシティ実装化支援事業（データ利活用関連）

四日市市データプラットフォーム ダッシュボード（表示例）
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R5実装化支援事業の共有（ダッシュボードの表現について）
市民・来場者へデータの視覚化ツールの利用促進を目指し、分かりやすいダッシュボードの表現を検討
WG内で検討し、以下の名称（黄色塗）とした。

当初説明：市民向けダッシュボード

当初説明：事業者向けダッシュボード

案１-１ YOKKAICHI デジタルマップ
案１-２ YOKKAICHI  デジタルナビゲーション
案２-１ ニワミチよっかいち デジタルマップ
案２-２ ニワミチよっかいち デジタルナビゲーション

案１ 四日市市データプラットフォーム データボード
案２ 四日市市データプラットフォーム データファブリック
案３ 四日市市データプラットフォーム データ表示パネル
案４四日市市データプラットフォームダッシュボード

中央通りをはじめ、市内全域での利活用も想定し、中央通りに
特化せず『YOKKAICHI』と表現。また市民にイメージのつきや
すいようシンプルにデジタルマップとした

四日市市データプラットフォームからデータが視覚化されるた
め、冠に『四日市市データプラットフォーム』とつけ、ダッ
シュボードは比較的、一般に使用されているため、このままと
した。



118データセットを公開中
（令和6年3月14日現在）

『四日市市オープンデータカタログサイト』 https://odcs.bodik.jp/242021/

・誰でもデータの検索、閲覧、ダウンロードが可能

・CSVやExcelファイルなどは、Web APIでデータを
取得することが可能

『四日市市オープンデータカタログサイト』の構築状況
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R6年度の取組

STEP 0  データを貯める
STEP 1  データを分析する
STEP 2  まちのテーマ課題に沿った仮説の設定／実証
STEP 3  運用規約・ルールを整理
STEP 4  市民との連携

●来年度については、データを収集できるため、3～4回のWGの開催を予定し、
データを確認しながら意見交換する機会を増やしていきたい。

●また、これらのデータを活用した仮説設定・実証実験などに繋げていきたい。
●上記を進めていく過程で、運用規約・ルールについても検討していきたい。



1

モビリティWG
（幹事会報告）

四日市スマートリージョン・コア推進協議会

令和6年3月26日

資料5-2
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モビリティワーキンググループ（WG）の設置状況

モビリティWGにおいて、令和5年度はWG(全体会議）を3回開催し、
次世代モビリティ分科会を1回、データ連携・MaaS創出分科会を2回開催した。

（代表、アドバイザー、オブザーバー、事務局および事務局補佐を除き五十音順_敬称略）

次世代モビリティ分科会

㈱シー・ティー・ワイ

㈱FIXER

富士通Japan㈱

三重交通㈱

モビリティWG「分科会」の開催状況
代表：(株)マクニカ
事務局：四日市市
事務局補佐：㈱日建設計総合研究所

データ連携・MaaS創出分科会

近鉄グループホールディングス㈱

㈱シー・ティー・ワイ

㈱バカン

㈱FIXER

富士通Japan㈱

三重交通㈱

四日市商工会議所
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モビリティWG/分科会 実施報告
第7回WG 令和5年7月12日 (水)

 今年度の自動運転実証実験について（全体像確認）
 データ連携・MaaS分科会/次世代モビリティ分科会

における議論内容の振り返り
 SC実装化支援事業を踏まえたモビリティ分野の取組

＊国交省スマートシティ実装化支援事業への採択により、令
和5年度から3年間で「四日市版MaaS」の開発構築を本格的
に進めていきながら、一方で自動運転等の次世代モビリティ
も合わせて実装を目指す

第9回WG 令和6年3月5日（火）
 自動運転実証結果共有
 MaaS（デジタルスタンプラリー）実証結果共有
 SC実装化支援事業の今後の方針
 意見交換

・実証実験結果の共有（自動運転、デジタルスタンプラ
リー）とSC実装化支援事業の今後の方針含む令和6年度に向
けて実施していく方向性共有を実施

第8回WG 令和5年10月18日 (水)
 自動運転実証実験進捗共有
 MaaS構築検討進捗共有
 SC実装化支援事業～MaaSについて（3年間見通し）
 意見交換

・主に令和5年度の実証実験に向けた進捗状況の共有と下期以降
のWGの運営、今後に関する議論を実施

第2回次世代モビリティ分科会
令和5年5月19日 (金)

 昨年度実証実験「まちなかモビリティ」について
• 令和4年度に実施した実証実験の振返り（要約）共有

 「四日市版MaaS」今年度の実施事項（案）
 モビリティ実証実験と参加募集について

• 令和5年度の実証実験に向けた次世代モビリティ活用に関する
参加企業の募集を実施

第5回データ連携・MaaS分科会
令和5年6月27日 (火)

 四日市版MaaS（仮）開発プロセス案について
• 中長期企画概要（フェーズ1~3の概要・スケジュール）
• 今年度の企画概要（フェーズ1としてのデジタルスタンプラ
リー等）

• 今年度のスケジュール（秋のイベントまでのマイルストン
等）

・主にMaaS構築に向けて中長期の計画と本年度の実証実験向けで実
施する内容に関して関係者間で共有実施

＊令和5年度では分科会を6月で終了し、7月以降は
WG内にてテーマを分けて議論を実施。
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■令和5年度自動運転実証実験結果に関する共有
・自動運転ARMA2台活用
・中央通り西側への路線拡張＋ローカル5Gを活用した遠隔監視検証
・「自動運転小型モビリティ」や「パーソナルモビリティ」の活用
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■実証結果に関するサマリ
＊詳細に関しては、「自動運転導入検討会議」にて報告予定
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■MaaS実証結果の共有（デジタルスタンプラリーについて）
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■MaaS実証結果の共有（デジタルスタンプラリーについて）
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■MaaS実証結果の共有（デジタルスタンプラリーについて）
・自動運転バス、パーソナルモビリティの利用を促進する為にMaaSアプリを活用して利便性向上を図る
・コンテンツ（デジタルスタンプラリー）を利用して、目的地の魅力向上を図る
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■MaaS実証結果の共有（デジタルスタンプラリーについて）
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モビリティWG 実施報告

第９回 令和6年3月5日（火）モビリティWG

■今後の方針（自動運転バス実装/MaaS)



利活用空間活性化ツールの構築

※ハード整備により生まれる歩道上の広場を
「利活用空間」と定義

ローカル５Ｇ※を活用し、利活用空間の賑わい状況や人流の属性、交差
点における車両の渋滞をＡＩカメラや環境センサ※によりデータ取得・蓄積・
可視化し、ポータルサイト上でイベント情報等と連携し情報発信することで
、歩いて中心市街地を訪れるきっかけや、イベント出店者数の増加に繋げ
る（※は別事業で整備）

四日市版MaaSの構築
公共交通と新たなモビリティ(自動運転、パーソナルモビリティ等)との連携
に加え、商店街と連携した「MaaS✖まち歩き」の展開

バーチャル空間におけるコミュニケーション
・ツールの構築（様々な形の市民参加の促
進による交流人口増加）

歩行者空間上の広場及び周辺の未利用の土地・建物の空間ポテンシャ
ルを３Ｄ都市モデル上で可視化、空間を使いたい人と使ってほしい人をマ
ッチングする「沿道空間利用マネジメントシステム」の展開

メタバース等のバーチャル空間を活用し、市内在住者、遠方居住者、障
がい者等、様々な人々が参加できる機会の創出

中央通りにおける3D都市モデルを活⽤したプ
ランニング／マネジメント・ツールの構築

中央通りの地下埋設物インフラ台帳の構築による、埋設物照会作業、施
工協議の負荷低減、インフラ維持管理業務の効率化、災害時対応への
活用、沿道土地利用の促進

交
通
・
都
市
基
盤
関
連

中心市街地の回遊性の不足

歩行者動線、待合及び滞留
空間等の不足
交通結節点の利用環境向上

移動手段の確保

新旧インフラの維持管理

活
力
・
賑
わ
い

中心市街地の魅力不足、
空き店舗の増加

市民活動スペースの不足

市民参加の促進

環
境公園等の利用減少

■ 対象区域の概要 ■ 都市の課題

○ 面積：約185ha
○ 人口：約1.3万人

四日市スマートリージョン・コア推進事業の概要
（四日市スマートリージョン・コア推進協議会） 資料6-1

・四日市市では、市の顔となる中心市街地において都市機能の集積や質の高い都市空間づくりを進めている。具体的には、中心市街地において70ｍの幅員
を有する中央通りを歩行者中心の空間に再編し、官民連携によるグレードの高い管理・活用を実現し、その効果を沿道からまちなかの空間へと波及させる
ことで中心市街地全体の活性化を図ることを目的としている。

・本事業は、この取り組みに合わせて中央通りにローカル５Gネットワークや各種センシング機器等を配置し、スマート技術により空間マネジメントの見える化を
図るものである。全長1.6kmに及ぶ都市計画街路の再編と連動し、まちなかに関わる多様な主体の連携を促し、都市機能や都市活動の発掘や集積を促す
仕組みを構築しようとする取り組みは、全国でも類を見ないものとなっている。

■ 運営体制 ■ 事業全体のKPI
KPI 実績値 目標値（令和8年度）

中心市街地の歩行者流量
※四日市総合計画より本実行計画の目標年に併せて設定

60,116人
58,406人

（上：平日、下：休日_平成30年度）

60,700人
62,400人

（上：平日、下：休日）

路線バス利用者数
※近鉄四日市駅前における三重交通バスと三岐鉄道バスの平日1日

あたりの乗降者数の合計
7,979人/日（平成30年度) 8,000人/日

高速バス利用者数
※近鉄四日市駅前における高速バスの平日1日あたりの乗降者数の

合計
244人/日（平成30年度) 300人/日

新たに整備される中央通りのオープンス
ペースにおけるイベント開催件数 0件/年 ６件/年以上

商店街の空き店舗数
※四日市総合計画より本実行計画の目標年に併せて設定

12.1%（平成30年度) 11.3%

データプラットフォームの閲覧数 0件/年 50,000件/年

３D都市モデルを活用した
ユースケース件数 0件 ５件以上

対象区域：市中心市街地

■ 事業のセールスポイント

スマートシティ実装化支援事業の運営体制

スマートシティ実装化支援事業は、スマートリージョン・コア推進
協議会の一部メンバーによって実施

■ 解決方法



四日市スマートリージョン・コア推進事業実行計画

■本実行計画の概要（実証事業のロードマップ）

■中心市街地の目指す都市像

実証事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和８年度～

①利活用空間活性化ツールの構築

②四日市版MaaSの構築

③バーチャル空間
におけるコミュニ
ケーション・ツール
の構築

③-1 沿道空間利用マネ
ジメントシステムの構築

③-2 メタバースを用いた
市民参加型イベント事業

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプラ
ンニング／マネジメント・ツールの構築

AIカメラ設置および初期精度検証

ポータルサイト等インターフェースの構築
実装に向けた準備

デジタルサイネージ設置

データ精度検証

自動運転等実証実験と連携したまち歩き

イベント（デジタルスタンプラリー）実施

公共交通・新たなモビリティ

との連携
地域の民間サービスとの連携

沿道空間基礎調査

意見交換会実施

仮システム構築

実証実験実施

システム調整

実証事業の実施

メタバース空間での

イベント実施による課題抽出

空間常設を目指した

仕組みの検討

空間常設を目指した

実証（空間構築）

関係者ヒアリング、

一部区間のデータ作成

活用方法検討、先行整備区間

の全データ作成

中央通り全線のデータ化、

台帳の実装化

実装

実装

対象エリア拡大

継続

実装

■中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント

中心市街地再開発プロジェクトにおいて、中央通りの再編と合わせ、今後、近鉄四日市
駅周辺における新図書館の整備やJR四日市駅周辺における大学誘致など、新たな都市
機能の集積を図る。これらのハード整備と同時にまちづくりを下支えするスマートシティの取
り組みを進めることで、リージョン・コアのまちづくりを推進し、官民連携による自律的・持続
的に展開される「多角連携・重層型環境都市圏」の形成・強化を進める。

これらの実証実験は「中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント」と総称され、中央通り及び
沿道の商店街を中心に展開される。



これまで実施した実証実験の概要
四⽇市スマートリージョン・コア推進事業

 実証実験の内容  実証実験で得られた成果・知見

【利活用空間活性化】 中央通りにおけるデータ収集・初期精度検証、ポータルサイト等インターフェイスの構築によるデータの視覚化

【四日市版MaaS】 デジタルスタンプラリー、公共交通、自動運転バス等との連携による、回遊促進とまちづくり連動

【沿道空間利用マネジメントシステム】 システムの検討、地域住民等との意見交換、沿道空間等の基礎調査の実施による、低未利用地とニーズの整理

【メタバース活用】 クラウド版メタバースの開発、メタバース上での市民参加型イベント開催・空間体験会の実施による、市民交流への期待度の可視化

【デジタルインフラ台帳】 中央通りの一部区間におけるデジタルインフラ台帳の作成、インフラ管理者へのヒアリングによる、ニーズと課題の整理

実験の仮説 令和5年度の実施内容

①
利活用空間活性
化ツールの構築

利活用空間におけるイベント開催
等に伴う歩行者や車両に関する
データを収集、情報発信すること
により、活用状況と賑わいづくりを
関連づけることで、中央通りに歩い
て訪れる機会が増加し、賑わいが
創出される

今年度整備された利活用空間4箇所に
おける人数カウント・属性（性別・年代）・
混雑（賑わい状況）を計測するＡＩカメラ、
交差点1箇所における車両の台数カウン
ト・渋滞を計測するＡＩカメラを設置し、初
期精度検証を実施

ポータルサイト、デジタルマップ、ダッシュ
ボードの構築およびデータ連携を実施

②
四日市版MaaSの
構築

目的地のPRや地域サービスとの連
携による来訪の動機づけを行うとと
もに、公共交通、新たなモビリティ、
商店街と連携することにより、公共
交通の利用促進とまちの賑わいを
創出する

自動運転等実証実験に併せて11/1～
11/19にデジタルスタンプラリーを実施

公共交通（バス）・自動運転バスの情報
や周辺のスポット・イベント情報を表示

ルート案内機能（Google mapと連携）

③バー
チャル空
間におけ
るコミュ
ニケー
ション・
ツールの
構築

沿道空
間利用マ
ネジメント
システム
の構築

利活用空間及び中央通り周辺の
未利用の土地・建物の空間ポテン
シャルを可視化、空間を使いたい
人と使ってほしい人をマッチングす
ることにより、沿道空間の活用が進
み、資産価値向上、中心市街地
の活性化に繋がる

中央通りに隣接した商店街振興会（５団
体）代表、市を代表するイベントの実行委
員会（２団体）代表と意見交換会の実施

沿道空間(商店街空き店舗)の基礎調査
の実施

メタバー
スを用い
た市民参
加型イベ
ント事業

メタバース空間における市民参加
型イベントの開催により、市内在住
者、遠方居住者等、様々な人々
が将来像を疑似体験し、市政の理
解、バーチャル空間での交流人口
の増加に繋がる

クラウド版メタバースYOKKAICHIの開発
 メタバース上での市民参加型イベント・空

間体験会の実施

④中央通りにおけ
る3D都市モデルを
活⽤したプランニン

グ／マネジメント・
ツールの構築

中央通り再編に伴い地下インフラ
のデジタルインフラ台帳を作成する
ことにより、埋設物照会作業、施工
協議の負荷を低減、インフラ維持
管理業務、災害時対応の効率化
に繋がる

中央通りの一部区間におけるデジタルイ
ンフラ台帳作成

地下埋設物の関係者（地下埋設物事業
者（電気、ガス、通信、上下水道）、道路管

理者、公園管理者等の関係者）へのニー
ズ・課題のヒアリング

得られた成果・知見（令和５年度） 成果の一部

・過去の実証からの知見や、設置場所の特性、製品・システム仕様か
ら、必要なカメラ台数、検知方法、設置条件を設定し、初期精度検
証を実施。歩行者の混雑検知は安定的な精度で判定できること、人
数カウントや属性検知は画角奥や雨天での精度が低くなる傾向、車
両の台数カウントはレーン単位での画角調整、AIによる渋滞検知は人
の目での判断と差があることを確認した。今後検証を継続し、適宜台
数や検知/設置方法を見直す。

・ポータルサイトやダッシュボード、デジタルマップでは、スマート・インフラ
から得られたデータを活用し、情報発信基盤および可視化基盤を構
築できた。

・アンケートの結果等から、回遊性の向上（スタンプ5個以上の取得者
率42%）、多様なモビリティ利用機会の創出（モビリティ活用率49%）等
の効果を確認したが、デジタルスタンプラリー参加人数(174人)は目
標値に届かなかった。

・四日市版MaaSの利用者を増やすためには、ビジネスパーソン等の
ターゲットを絞ったうえで具体的なニーズを整理し、民間サービスと連
携してニーズに応じたサービスを提供することが重要である。

・沿道空間の基礎調査として、一番街商店街の遊休不動産を104件
調査、建物タイプ別に活用イメージを整理

・意見交換会においては、１階が空き店舗、２階が店主の住居となって
いる場合もあることから、ウェブサイトの公開においては、まちづくりに寄
与する主体にのみ閲覧可とする方針。

・空間活用をマネジメントする持続可能な運営主体が必要であり、令和
８年度以降の運用方法を来年度検討する予定。

・空間体験会（期間中（１週間）で延べ約2,000人が参加）や、テレビ等
のメディア連携（テレビ収録約70名が参加）による市民参加型イベント
の実施により、一定程度の人数の方が空間を実際に体験するとともに、
空間におけるアバターの操作性、新しい空間への期待などをはじめ、
様々な意見の聴取ができた。

・地下埋設物の関係者へのヒアリングを通じてデジタル化へのニーズと
課題を確認しつつ、デジタル台帳化や全国展開を見据えた標準仕様
との整合・拡張に向けた論点を検討し、中央通りの一部区間にて
20m×20mの範囲をモデルとして、デジタルインフラ台帳を試作。



課題

①
利活用空間活性化
ツールの構築

AIカメラのデータ計測精度の継続的な検証
今年度設置したAIカメラの初期精度検証を受け、機器を設置する位置や角度、台数、分析エンジン等につ

いて適宜調整を図り、様々な条件下での検証を継続的に実施

利活用空間活性化サービスの効果検証を踏まえた情報発信内容の拡充
ポータルサイトおよびダッシュボードの公開が令和６年３月末となることから、公開後には、ポータルサイトの閲

覧数やアンケート・ヒアリング等による市民・行政・事業者からの評価を分析し、必要に応じて機能改修や可視
化表現の修正等を実施。他実証実験との連携により情報発信内容を拡充。

②
四日市版MaaSの構築

ビジター等、ターゲットを明確にしたサービス提供
四日市版MaaSのターゲットをより明確にし、中央通りへの来訪の動機づけとなるインセンティブの提供、魅力

的なコンテンツの提供を組合せて実施

四日市版MaaSのシステム要件整理・運営体制構築
今年度は既往のシステムを活用して実証実験を実施したが、今後独自のMaaSシステムの要件整理やデー

タプラットフォームとの連携、運営体制を検討

③バー
チャル空
間におけ
るコミュニ
ケーショ
ン・ツール
の構築

沿道空間
利用マネジ
メントシステ
ムの構築

沿道空間利用マネジメントシステムの整備
沿道空間の現地調査や所有者との意見交換を踏まえ、ニーズに即したシステム構築

沿道空間利用を推進するための体制・運用ルール等の整理
令和８年度以降の本格稼働に向け、空間の活用方法をマネジメントする主体、活用意欲のある主体に向け

たヒアリングの実施体制、持続可能なシステムとするための費用負担の考え方などのルールの整理

効果検証方法の整理
沿道空間の活用による効果について、経済的側面に留まらず、コミュニティ形成の促進、安全性の向上、景

観面の向上等、社会的な観点を踏まえた効果検証の方法を整理

メタバース
を用いた市
民参加型イ
ベント事業

常設する空間自体の魅力向上
アバター操作性の向上をはじめ、空間自体の魅力向上

空間常設を目指した仕組みづくり
メタバース空間をただ提供するだけでは、自発的な交流は発生しづらい。イベント開催時における一過性の

利用ではなく、利用者のニーズに即した、利用者が日常的に空間を使ってみようと感じる仕組づくり

④中央通りにおける3D
都市モデルを活⽤した

プランニング／マネジメ
ント・ツールの構築

データ項目に係る課題
利用目的に応じた必要なデータの精査（地下水位、土質等）、データの詳細度、仕様について要検討

維持管理・更新に係る課題
3D都市モデル及びデジタルインフラ台帳それぞれの、維持管理体制の構築、メンテナンス性や更新のタイミ

ング、既存施工図の精度との調整などについて要検討

運用・システム化に係る課題
運用時の仕様、データの秘匿性・公開、国の標準製品仕様書との連携等について要検討

今後の取り組み
四⽇市スマートリージョン・コア推進事業

■今後の取組：スケジュール

【利活用空間活性化】 利活用空間活性化サービスの展開と市民等ニーズの把握、取得したデータのさらなる精度検証
【四日市版MaaS】 独自のシステム構築、ターゲットとするビジターのニーズを明確にした公共交通や民間サービス等との連携構築
【沿道空間利用マネジメントシステム】 システム構築、ユーザーのニーズの把握、サービスの質向上に向けた検証
【メタバース活用】 情報発信媒体としての魅力度向上とまちづくりへの市民参加機会の創出を継続的に検討
【デジタルインフラ台帳】 データ構築範囲、運用システムの拡張による維持管理の効率化、省力化の拡大

■実証実験で得られた課題

今後の取り組み R6年度 R7年度

＜スマート・インフラの整備＞
・令和5年度に整備したAIカメラにより利活
用空間活性化サービスを展開するとともに、
サービスの質向上に向けた検証実施

・精度検証を継続的に行うとともに、データ
プラットフォームと連携した通年データ蓄積

・デジタルサイネージの設置

＜利活用空間活性化サービスの提供＞
・ポータルサイトやダッシュボードの情報拡充
・市民公園の竣工後、公園内にデジタルサ
イネージを設置しポータルサイトと連携した
情報発信による利活用促進

・四日市版MaaSのシステム構築
・ターゲットとするビジターのニーズを明確に
した公共交通、民間サービス等との連携

・沿道空間利用マネジメントシステムの構築
・システムを利用してもらうことにより、その
ニーズを踏まえたサービス向上

・空間の高次利用による賑わいの展開

・常設空間で展開するコンテンツ検討
中心市街地再開発や公共施設整備に対
する市民意見の聴取・交流機会の提供、
シティプロモーション関係等

・常設空間自体の検討
コンテンツを提供するのにふさわしい、適
切な空間の検討

・中央通りの全区間データを作成
・アンケート等を通じて活用方法や効果を測
定

・日常の維持管理の効率化・省力化と災害
時への活用に向けた整備

公共交通・新た
なモビリティ
との連携

地域の民間
サービスとの

連携

仮システム
構築

システム
調整
実装

空間常設を
目指した仕
組みの検討

空間常設を
目指した実
証（空間構

築）

活用方法検討
先行整備区間
の全データ作成

中央通り全線
のデータ化

台帳の実装化

実装に向け
た準備

カメラデータ
検証・蓄積/
デジタルサイ
ネージ設置

実装に向けた
準備

情報発信/
デジタルサイ
ネージ連携

配信



スマートシティ実装化支援事業の進捗について

令和6年3月
四日市市
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商店街

中央通り

利活用空間

マッチング

所有者 使いたい人

鉄道駅

バスターミナル

四日市市におけるスマートシティ実装化支援事業事業内容  

③-1 沿道空間利用マネ
ジメントシステムの構築

④中央通りにおける3D都市モデル
を活用したプランニング／マネジメ
ント・ツールの構築
デジタルインフラ台帳の構築

③-2 メタバースを
用いた市民参加型
イベント事業

②四日市版MaaSの構築
①利活用空間活性化ツール
の構築

中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント

2

※下記はデジタル時空間マネジメントのメニューを概念的に示したものであり、即地的なイメージではありません



スマートシティ実装化支援事業のステータス

3

■実証事業のロードマップ

実証事業 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和８年度～

①利活用空間活性化ツールの
構築

②四日市版MaaSの構築

③バーチャ
ル空間にお
けるコミュ
ニケーショ
ン・ツール
の構築

③-1 沿道空
間利用マネジメ
ントシステムの
構築

③-2 メタ
バースを用いた
市民参加型イベ
ント事業

④中央通りにおける3D都市
モデルを活用したプランニン
グ／マネジメント・ツールの
構築

AIカメラ設置および初期精度検証
ポータルサイト等インターフェースの構築

実装に向けた準備
デジタルサイネージ設置
データ精度検証

実装

自動運転等実証実験と連携した
まち歩きイベント（デジタルスタンプ

ラリー）実施

公共交通・新たなモビリティとの
連携 地域の民間サービスとの連携 実装

沿道空間基礎調査
意見交換会実施

仮システム構築
実証実験実施

システム調整
実証事業の実施

対象エリア拡大

関係者ヒアリング、
一部区間のデータ作成

活用方法検討、先行整備区
間の全データ作成

中央通り全線のデータ化、
台帳の実装化

継続

メタバース空間での
イベント実施による課題抽出

空間常設を目指した
仕組みの検討

空間常設を目指した
実証（空間構築）

実装



①
利活用空間活性化ツールの構築

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



A.
スマート・インフラ
の整備

（1）AIカメラの初期精度検証 ➀歩行者用AIカメラの検証
➁車両用AIカメラの検証

B. 
利活用空間活性化
サービスの提供

（2）利活用空間活性化サービス
のデータ連携と可視化の検証

➀スマート・インフラから取得したデータを保管・
可視化する仕組みの構築

ハード整備

ソフト整備

5

①利活用空間活性化ツールの構築

カメラ5

カメラ6

カメラ7

既存信号照明柱 交差点照明柱

カメラ8
カメラ2

カメラ3

カメラ1 カメラ4

スマートポール

■今年度の取組み内容



6出典：CTY作成資料

①利活用空間活性化ツールの構築

■今年度の取組み内容 ＜四日市データプラットフォームにおける位置づけ＞

A.
スマート・インフラの整備

ハード整備
B. 
利活用空間活性化サービスの提供

ソフト整備



7

①利活用空間活性化ツールの構築

本事業範囲の関係企業

■実施体制

出典：CTY作成資料
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望ましい台数および設置条件（高さや角度等）を設定した上で、外的環境の整備とAIエンジンのチューニングやレベル向上が必須となる。

①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備
■昨年度までの実証実験の検証結果に基づく考察

設置条件の設定

人
数
計
測
用AI

カ
メ
ラ

属
性
計
測
用AI

カ
メ
ラ

設置環境の検討・初期精度検証 設置位置・角度等の調整

カメラ俯角：人の頭部に対し
て俯角10～70°とする

属性を図る場合は、人数計測
用カメラと兼用せず、専用の
1台を設置する

カメラと顔の垂直角度：
水平面に対して10～15°とする

昨年 今年 来年

AIエンジンのﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
＆レベル向上

カメラの設置位置・角度・台
数等を調整する

計測するエリア内における人
の多様な挙動(歩く／立ち座り
／飲食等)に対応できるAIエン
ジンをチューニングする
様々な服装や装着物（サング
ラス／日傘／つばが広い帽子
等）を学習させたAIエンジン
をチューニングする
※AIエンジンの開発時には、計測目
的や取得したいデータとその精度を
設定した上で、開発コストや時間の
バランスを考慮する必要がある。

設置物 計測内
容

(上)台数
(下)検知方法 設置条件

歩行者用
AIカメラ

人数
カウント

1台/ライン
計４台

高さ
約3m

ライン検知

属性
検知

1台/方向
計２台

高さ
約2.5m

空間検知

混雑
検知

1台/箇所
計２台

高さ
約3m

空間検知

車両用
AIカメラ

台数
カウント
・右折
・直進
・左折

1台/車線
計３台

高さ
6.5m以
上

ライン検知

渋滞
検知

1台/車線
計1台

高さ
約5.5m

車両速度検知
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設置機器 製品名

歩行者用AIカメラ iPro WV-
S1536LUX

車両用AIカメラ AXIS P5655-E 
PTZ 

環境センサ(気象計) POTEKA

環境センサ(雨量計) POTEKA

Wi-FiAP Cisco Meraki 
MR86

L5GGW XC-WN930J-01

①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備
スマートシティ実装化支援事業の対象

先行整備区間内の各種柱に設置。

交差点照明柱 Wi-Fi単独柱 スマートポール 既設信号照明柱車道照明柱 利活用空間

Smp-1

Smp-2

Smp-3

Smp-4

属性検知
(西方向)

属性検知
(東方向)

人数カウント 混雑検知

混雑検知人数カウント

人数カウント

人数カウント

市民公園
↑

至 

近
鉄
四
日
市
駅

交差点
照明柱

滞留

市民公園

既設信号
照明柱

台数カウント

市民公園
東側交差点

↑

至 

近
鉄
四
日
市
駅

■車両用AIカメラの設置場所■歩行者用AIカメラの設置場所

■先行整備区間 スマート・インフラ設置計画



Smp-1（百五銀行前） Smp-2（JA前） Smp-3（市民公園前） Smp-4（ユマニテク前）

カメラ5：人数カウント カメラ6：人数カウント カメラ7：人数カウント
カメラ8：混雑検知

10

①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備

カメラ1 カメラ2

カメラ3 カメラ4

カメラ１：属性検知（東向き）
カメラ２：属性検知（西向き）
カメラ３：混雑検知
カメラ４：人数カウント

カメラ5

カメラ6
カメラ7

カメラ8

交差点照明柱 既存信号照明柱
カメラ1：
渋滞検知

カメラ2：
台数カウント（左折）
カメラ3：
台数カウント（直進）
カメラ4：
台数カウント（右折）

カメラ2

カメラ3

カメラ4

カメラ1

■各カメラの設置状況
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①利活用空間活性化ツールの構築 A.スマート・インフラの整備
■初期精度検証の結果

設置物 計測内容 考察 今後に向けた改善点

歩行者用
AIカメラ

人数カウント 人数カウントは、歩道に対して垂直の画角から検知ラ
インを設定し計測したところ、約70～110%の検知率
であった。雨天時の傘による検知率の低下や、画角奥
の人の顔が消えることによる重複カウントが発生し精度
が低下する事象を確認した。

カメラの画角調整やAIの学習
を繰り返し、精度向上を図る。

属性検知 属性検知は、東向き・西向き共に約30～45%であっ
た。歩道工事による歩行範囲規制によりスマートポー
ルと歩行者動線との間に距離があったことから、画角内
で人の顔を正面から映すことが難しい環境であった。

今後、歩道工事の規制解除
後には、スマートポール付近の
ベンチ等、ポイントを絞ることで
属性判定の精度を上げること
が考えられる。

混雑検知 混雑検知は、スマートポールから約1～10mの距離で
東西約30m範囲を広角で検知したところ、判定精度
は約90%であった。「混雑」の判定となる状況では、
人の重なりが発生し実際より少なくカウントされる課題
がある。

正確な人数を求めるのではなく
混雑の判定を得られるよう閾
値の調整等により、更なる精
度向上を図る。

車両用
AIカメラ

台数カウント
・右折
・直進
・左折

台数カウントは、交差点の正面からレーン単位で車両
をライン検知し計測したところ、画角に他のレーンの車
両が映りこむことで大幅な誤検知が発生することを確
認できた。

画角調整により再度検証を行
う他、設置場所自体の変更の
検討も必要と考えられる。

渋滞検知 渋滞検知は、車両の走行速度によるAI判定が人の
感覚と乖離して「混雑」や「渋滞」と判定する場合が多
かった。

渋滞検知および検証方法につ
いて、改めて検討する必要があ
る。
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ドメイン名：niwamichi-yokkaichi.com
サイト名 ：ニワミチよっかいち

①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供
■ポータルサイト サイト構成検討

▼サイト構成図

出典：CTYさま作成資料



13

①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供
■ポータルサイト データ連携および画面デザイン

スマートリージョン・コア ご紹介

スマートリージョン・コアの取組み別ページ

ニワミチよっかいち ご紹介

スマホ画面

※24/03/15時点

3 14
12

デジタルマップの連携確認
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①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供
■ダッシュボード データ連携および可視化

※24/03/15時点

地点別平均通行人数 地点別最大人数
地図上に平日の平均通行人数、土日の平均通行人数を表示

平均通行人数を曜日別、時間別に表示
平均通行人数 最大人数

地点別の人数の最大値を日別、地点別に表示。天気情報も併記。

人数の最大値を時間別に表示。天気情報も併記。



15

①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供 ※24/03/15時点

通行人の属性 気温と人流

気温と暑さ指数

通行人の属性(性別・年代)と人数を表示。 気温と人流の関係を表示。

気温と暑さ指数の関係を表示。

■ダッシュボード データ連携および可視化
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①利活用空間活性化ツールの構築 B. 利活用空間活性化サービスの提供 ※24/03/15時点

通過車両数 平均通過車両数
交差点の通行車両数と平均速度を表示。 通過車両数の平均値を曜日別に表示。

利活用空間の混雑度／交差点の渋滞
度などを表示。

■ダッシュボード データ連携および可視化

■デジタルマップ データ連携および可視化
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・過去の実証からの知見や、設置場所の特性、製品・システム仕様から、必要なカメラ台数、検知方
法、設置条件を設定し、初期精度検証を実施。歩行者の混雑検知は安定的な精度で判定できること
、人数カウントや属性検知は画角奥や雨天での精度が低くなる傾向、車両の台数カウントはレーン
単位での画角調整、AIによる渋滞検知は人の目での判断と差があることを確認した。今後検証を継
続し、適宜台数や検知/設置方法を見直す。

・ポータルサイトやダッシュボード、デジタルマップでは、スマート・インフラから得られたデータ
を活用し、情報発信基盤および可視化基盤を構築できた。

①利活用空間活性化ツールの構築
得られた成果・知見（令和５年度）

AIカメラのデータ計測精度の継続的な検証
今年度設置したAIカメラの初期精度検証を受け、機器を設置する位置や角度、台数、分析エンジン

等について適宜調整を図り、様々な条件下での検証を継続的に実施。
利活用空間活性化サービスの効果検証を踏まえた情報発信内容の拡充
ポータルサイトおよびダッシュボードの公開が令和６年３月末となることから、公開後には、ポー

タルサイトの閲覧数やアンケート・ヒアリング等による市民・行政・事業者からの評価を分析し、必
要に応じて機能改修や可視化表現の修正等を実施。他実証実験との連携により情報発信内容を拡充。

課題

＜スマート・インフラの整備＞
・令和5年度に整備したAIカメラにより利活用空
間活性化サービスを展開するとともに、サービ
スの質向上に向けた検証実施

・精度検証を継続的に行うとともに、データプラ
ットフォームと連携した通年データ蓄積

・デジタルサイネージの設置

＜利活用空間活性化サービスの提供＞
・ポータルサイトやダッシュボードの情報拡
充

・市民公園の竣工後、公園内にデジタルサイ
ネージを設置しポータルサイトと連携した
情報発信による利活用促進

今後の取り組み



②
四日市版MaaSの検討

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要
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②四日市版MaaSの検討

項目 内容

タイトル こにゅうどうくんを探せ！デジタルスタンプラリー

日程 2023年11月1（水）～11月19日（日）

場所（目的地） 四日市市内

内容 デジタルスタンプラリー
※公共交通等を利用して四日市市内の各所に設置
されたデジタルスタンプを収集することで景品と交換
できる体験イベント

対象 四日市市民及び市外観光客

参加費 無料

 公共交通と新たなモビリティとの連携に加え、商店街と連携した「MaaS✖まち歩き」の展開に
向けて、R5年度は、公共交通・自動運転バスとの連携機能、市内目的地への回遊を促すデジタ
ルスタンプラリー機能を構築。

 MaaS実証実験としてデジタルスタンプラリーのイベントを実施。

デジタルスタンプラリー画面のイメージ 実証実験イベントの概要

デジタルマップ総閲覧数：285人
デジタルスタンプラリー総参加者数：174人
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②四日市版MaaSの検討

公共交通情報の重畳
 三重交通バスや自動運転バスの位置情報をマップ上に重畳
 バス停の位置情報や時刻表のデータとも連携し、マップ上に統合表示
 マップ上で三重交通バスや自動運転バスのアイコンを選択すると路線名や行先を表示
 マップ上でバス停のアイコンを選択するとバス停名や路線名・行先、運行ダイヤを表示
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②四日市版MaaSの検討

中心市街地のスポット・施設情報の重畳
 中心市街地のスポットや施設、イベント情報をマップ上に統合表示
 マップ上でアイコンを選択すると詳細情報(紹介動画、スポット・施設説明等)を表示

アイコンイメージ スポット情報イメージ イベント情報イメージ
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②四日市版MaaSの検討
得られた成果・知見（令和５年度）

課題

今後の取り組み

・アンケートの結果等から、回遊性の向上（スタンプ5個以上の取得者率42%）、多様なモビリティ
利用機会の創出（モビリティ活用率49%）等の効果を確認したが、デジタルスタンプラリー参加
人数(174人)は目標値に届かなかった。

・四日市版MaaSの利用者を増やすためには、ビジネスパーソン等のターゲットを絞ったうえで具体
的なニーズを整理し、民間サービスと連携してニーズに応じたサービスを提供することが重要であ
る。

ビジター等、ターゲットを明確にしたサービス提供
四日市版MaaSのターゲットをより明確にし、中央通りへの来訪の動機づけとなるインセンティブ

の提供、魅力的なコンテンツの提供を組合せて実施。
四日市版MaaSのシステム要件整理・運営体制構築
今年度は既往のシステムを活用して実証実験を実施したが、今後独自のMaaSシステムの要件整理

やデータプラットフォームとの連携、運営体制を検討。

・四日市版MaaSのシステム構築
・ターゲットとするビジターのニーズを明確にした公共交通、民間サービス等との連携



沿道空間活用マネジメントシステムの構築

③
バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



■本事業の目指す将来像

・空き空間を必要とする主体が、利活用空
間や空き店舗の利用用途や貸出方法が閲
覧できる。

・スマートインフラにより取得したデータ
を活用することで、潜在的な空間価値を
把握することができる。

・中央通りを含むエリア全体のマネジメン
トを行う主体が介在することで、一般の
不動産情報には掲載されない空き店舗を
取り扱うことができ、中央通り再編の機
運を沿道の商店街にまで滲み出すための
一助となる。

■事業の背景
・中央通り再編事業により、歩道に利活用空間が新たに生まれるが、これらの空間をフォスタリングする（＝愛情を持って育てる）ための
プレイヤーとの連携が必要である。
・中央通りに面した商店街では、空きテナントを待つ事業者がいる一方で、住宅を兼ねる店舗もあり、空きテナントが目立つ通りも見受け
られる。
・物販店舗が減り、小規模な飲食店が増える傾向にある。

※実装化支援事業においては、早稲田大学・市が担う

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）
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■本事業の役割
・中央通りや沿道空間（商店街）において、市民活動や営利活動を行う意欲がある主体と、空き空間を所有する主体とをマッチングさせる
仕組み（ツールおよび関係性）を構築することで、中央通りが多様なアクティビティの受け皿となり、市民が主体となって運営管理に関わ
る空間となることを目指す。



■沿道空間活用ウェブサイト検討状況
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入り口となる
ウェブサイト 3D都市モデル

ビューワ(Plateau)

利活用空間活用ウェブサイト

トップページ 検索ページ物件紹介ページ

「将来イメージから探す」「空間の
条件から探す」「人流予測から探す
（想定）」の３つから選択。

空間の基本情報、ストーリー、持ち
主の声、空間活用のイメージ、エン
トリーフォーム等を記載

検索ページと連携し、3D上で分かり
易く空間を紹介

Link API連携

沿道空間活用ウェブサイトは、所有者にとって大切な不動産情報を取扱うため、まちづくりに寄与する目的を持った主体に
絞って公開する等の制限が必要と考え、ウェブサイトへの入り口は別途設ける想定をしている。

・案１：四日市市のスマート化の取組を紹介するポータルサイト「ニワミチよっかいち」
・案２：エリアプラットフォームのホームページ「よかねっと」

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）



■沿道空間の基礎調査の実施
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空き空間の活用可能性について具体的に把握するため、調査対象者とともに対象エリアを散策しながら
ヒアリング調査を実施し、空き空間ごとの詳細な情報や、空き空間の活用に関する調査対象者の意見を
把握、整理した。

調査の結果、対象エリアにおいて計１０４件の空き空間を抽出することができた。
また、それぞれの空き空間の階ごとの空き状況とそのアクセス性に基づき、５つのタイプに分類した。

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）



■沿道空間活用ウェブサイトの提案内容に関する意見交換会
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5つのグループ分け 4つの情報

基本情報

周辺エリア情報

物件空間情報

環境情報

特定の場所における自然環境要素に関する情報
（明るさ、降水量、気温、風、緑視率、人混み
、湿度、匂い、生態系など）

特定の物件や空間に関する情報（内観・外観写
真、立地、収容人数、持ち主の声、物件ストー
リー、利用可能な日時、活用アイデアなど）

特定の場所の周辺に関する情報（座れる場所
、電気系統、水道系統、公共トイレ、交通イ
ンフラ、物置、周辺エリアの雰囲気、年齢層
など）

構造や法律面などの建物の基本的な情報（住
所、販売・貸出価格、建物構造、容積率、用
途地域、階数、築年数、面積など）

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）

 ウェブサイト上に掲載する情報を検討するため、商店街関係者や市民団体を対象としたワークショップ及び意見交換会を
実施した。

 ワークショップでは5つのグループ分けを行い、各グループに沿道空間の活用に係る人物像（ペルソナ）を設定し、掲載
情報として想定する＜環境情報＞＜物件空間情報＞＜周辺エリア情報＞＜基本情報＞の内容やその優先順位を議論した。
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得られた成果・知見（令和５年度）

課題

今後の取り組み

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（沿道空間活用マネジメントシステムの構築）

・沿道空間の基礎調査として、一番街商店街の遊休不動産を104件調査、建物タイプ別に活用イメ
ージを整理

・意見交換会においては、１階が空き店舗、２階が店主の住居となっている場合もあることから、
ウェブサイトの公開においては、まちづくりに寄与する主体にのみ閲覧可とする方針。

・空間活用をマネジメントする持続可能な運営主体が必要であり、令和８年度以降の運用方法を来
年度検討する予定。

沿道空間利用マネジメントシステムの整備
沿道空間の現地調査や所有者との意見交換を踏まえ、ニーズに即したシステム構築。

沿道空間利用を推進するための体制・運用ルール等の整理
令和８年度以降の本格稼働に向け、空間の活用方法をマネジメントする主体、活用意欲のある主

体に向けたヒアリングの実施体制、持続可能なシステムとするための費用負担の考え方などのルー
ルの整理。
効果検証方法の整理
沿道空間の活用による効果について、経済的側面に留まらず、コミュニティ形成の促進、安全性

の向上、景観面の向上等、社会的な観点を踏まえた効果検証の方法を整理。

・沿道空間利用マネジメントシステムの構築
・システムを利用してもらうことにより、そのニーズを踏まえたサービス向上
・空間の高次利用による賑わいの展開



スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要

メタバースを用いた市民参加型イベント事業

③
バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築



■企画概要・課題認識
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実施内容②
メタバースYOKKAICHIまち歩きの実施

実施内容①
クロスメディア企画

「四日市未来会議inメタバース」の実施

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）



■クロスメディア企画「四日市未来会議 i nメタバース」の実施
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 三重テレビ等と連携し、テレビメディアと連携し
た情報発信イベントを実施。

 メタバース空間に観覧者を招き、番組収録や交流
を実施。

テレビ番組収録日： 2/25(日) 15-16時
三重テレビ放送日： 3/17(日) 18:30-18:45

3/31(日) 9:00-9:15

収録日の観覧希望事前登録150名
当日参加者は約70名

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）



■メタバースYO K K A IC H I まち歩き
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 ウェブブラウザからメタバースYOKKAICHIにアクセ
ス可能な仕組みを構築。

 主な実施期間は2/26~3/3の10-20時の1週間。
 メタバースYOKKAICHIの空間内で、未来の四日市の
姿をサインボードや動画で情報発信

 空間内では簡単なゲーム要素も提供。

2/26~3/3の1週間で約2000名がアクセス。

③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）



③バーチャル空間におけるコミュニケーション・ツールの構築（メタバースを用いた市民参加型イベント事業）

得られた成果・知見（令和５年度）

課題

今後の取り組み

・空間体験会（期間中（１週間）で延べ約2,000人が参加）や、テレビ等のメディア連携（テレビ収
録約70名が参加）による市民参加型イベントの実施により、一定程度の人数の方が空間を実際に
体験するとともに、空間におけるアバターの操作性、新しい空間への期待などをはじめ、様々な意
見の聴取ができた。

常設する空間自体の魅力向上
アバター操作性の向上をはじめ、空間自体の魅力向上。

空間常設を目指した仕組みづくり
メタバース空間をただ提供するだけでは、自発的な交流は発生しづらい。イベント開催時における

一過性の利用ではなく、利用者のニーズに即した、利用者が日常的に空間を使ってみようと感じる仕
組づくり。

・常設空間で展開するコンテンツ検討
 中心市街地再開発や公共施設整備に対する市民意見の聴取・交流機会の提供、シティプロモーシ
ョン関係等

・常設空間自体の検討
コンテンツを提供するのにふさわしい、適切な空間の検討
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④
中央通りにおける3D都市モデルを活用した
プランニング／マネジメント・ツールの構築

スマートシティ実装化支援事業
各取組の概要



■令和5年度の実施内容
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④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

 令和５年度は、中央通りの一部区間において地下埋設物の3D都市モデル化、属性情報の整理を実施した。
 来年度以降の中央通り全体のインフラ台帳構築に向けた、各地下埋設物事業者へのヒアリングや課題の抽出を行った。

地下埋設物デジタル
インフラ台帳作成範囲
（約20m×20m）

3D都市モデルのイメージ



 地下埋設物事業者（電気、ガス、通信、上下水道）、道路管理者、公園管理者等の関係者へ地下埋設
物および植栽・樹木に関するヒアリングを実施し、デジタルインフラ台帳に対するニーズや整備に当
たっての課題などを整理した。
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対
象

会社名・団体名 担当部署

電
気

中部電力パワーグリッ
ト株式会社

四日市支社 配電建設
グループ

ガ
ス

東邦ガスネットワーク株
式会社

企画部 情報システムグ
ループ

通
信

エヌ・ティ・ティ・インフラ
ネット株式会社

SmartInfra推進部 SI
ビジネス部門
GISビジネス戦略担当
西日本事業本部東海
事業部三重支店

水
道

四日市上下水道局 水道維持課
水道建設課

下
水

四日市上下水道局 下水維持課
下水建設課

道
路

四日市都市整備部 道路管理課

公
園

四日市市都市整備部 公園緑政課

各社のデータ・台帳の現状
 台帳は会社毎に独自のシステムが構築されている。これらのシステ

ムは紙ベースの資料をデータ化し、管理するものが多い。
(完全にデジタル化されているわけではない)

 インフラに関する属性情報は公開できないものもある。
3Dモデル利用のニーズと課題
 他の埋設管との干渉が見える化されることがメリットである。既設

管の効率的なデータ化が課題。
 事前の埋設物確認は占用者にお願いしているが、精度が低いことが

多いため、試掘時の立会の省力化に期待。
 ICT建機との連携、工事立会要否判定の簡略化、近接施工等の協議

の効率化に有効。
デジタルインフラ台帳の属性値について
 業務効率化に役立つ属性情報としては、管種（材質）、管径（内径

）、管径（外径）、延長、圧力、建設年度、土被り、条数、地下水
位、土質が挙げられる。

 植栽・樹木に関する台帳は整備されていない。
(中央通りの高木は調査結果有り)

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

■地下埋設物事業者へのヒアリング

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
概
要
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地下埋設物の3D都市モデルを選択することで、詳細な属性情報（事業者名、埋設物の種類、材質等）を確認可能。

④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

■一部区間のデジタルインフラ台帳の構築



④中央通りにおける3D都市モデルを活用したプランニング／マネジメント・ツールの構築
(地下埋設物のデジタルインフラ台帳検討)

得られた成果・知見（令和５年度）

課題

今後の取り組み

・地下埋設物の関係者へのヒアリングを通じてデジタル化へのニーズと課題を確認しつつ、デジタル
台帳化や全国展開を見据えた標準仕様との整合・拡張に向けた論点を検討し、中央通りの一部区間
にて20m×20mの範囲をモデルとして、デジタルインフラ台帳を試作。

データ項目に係る課題
利用目的に応じた必要なデータの精査（地下水位、土質等）、データの詳細度、仕様について要検

討。
維持管理・更新に係る課題

3D都市モデル及びデジタルインフラ台帳それぞれの、維持管理体制の構築、メンテナンス性や更新
のタイミング、既存施工図の精度との調整などについて要検討。
運用・システム化に係る課題
運用時の仕様、データの秘匿性・公開、国の標準製品仕様書との連携等について要検討。

・中央通りの全区間データを作成
・アンケート等を通じて活用方法や効果を測定
・日常の維持管理の効率化・省力化と災害時への活用に向けた整備
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